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＜週間連絡・連絡事項＞

· 本日13時30分に六角堂祭実施予定。

· 本日16時に部署ミーティングが旧デイケア室で実施予定。（通所残り月舘・服部・東）

· 明日18時30分に部署懇談会・芝亭で実施。

· 食事サービス管理委員会（5月）はスタッフ小笠原が出席予定。

＜外来情報＞

· 横町　浩様　　～荻生内科受診、検査結果は異常ないと報告している。

· 田名部　一樹様～変わりないと言う。内服継続処方。

· 田澤　勝敏様　～「来週の金曜日（4/28）に境町で歩行者天国があるのか」と聞いている。通所ス　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　タッフに確認してみてはとアドバイス受ける。マスク使用は花粉対策と言う。

· 関　秀治様　　～体験利用終了。「洗面所やトイレ清掃等などを実施した、特に廊下の掃除は体力
　　　　　　　　を使った」と話す。色々な体験を大切にするようと医師コメントある。

· 川口　律子様　～頭痛の訴えあり、カロナール7日分処方。2時間に1回のペースでコーヒーを飲
　　　　　　　　んでいると話し、控えるように指導あり。

· 大釜　久直様　～睡眠はとれている。日赤病院からの処方を受けていると話す。

· 関口　禅様　　～夜は寝ている。肩の痛みは大丈夫と話す。

＜利用者様情報・検討＞

・庭野　弘樹様～現在の生活の中で間食が多く、体重がやや増えている。毎週の外来では体重測定を
している。検査値は現在のところ異常値はない。

　　　　　　　　⇒担当スタッフから

　　　　　　　　　①「バランスとれる栄養表」を本人へ提示

　　　　　　　　　②バス通勤の一区間を歩いてみるのはどうか？と提案する

・其田　淑子様～本日休むとの連絡が通所にはいる。その後に再び連絡がはいる。本人からは「淡路
さんに卵は買ってこなくていいと言って下さい」との事。スタッフから問い直すと、「朱里さん（青明舎職員小田）に卵焼きを作ってあげようと思ったけど、休みだって言うから」と話す。

　　　　　　　　⇒平日は通所に通えることが大切なことを説明

・種本　サハ様～気分に波があるのか、本日は「話ある…」と服部スタッフに歩み寄る。「淡路さんがガンガン言う、他の人も迷惑している。」と訴えて来られているが、表情を険しくさせる事はない。（グループホーム入居者･其田様からの情報では、トイレや風呂に入っていると種本さんが“早く出ろってうるさいんです”とのこと）

　　　　　　　　通所時間中の、お互いのトラブルはありません。

　　　　　　　　⇒引き続き、発言内容や動作の不自然さがないか通所チームで気にしていきましょう

＜事故事例と検討＞

田名部　浩平様　（24）　統合失調症　デイケア利用中

○事故経過

4月19日(水)
13:00～北病棟より、デイケアメンバーがエントランスホール屋根部分でコーヒー飲みながら歩いている
　　　　　ところを発見。
13:05～北病棟スタッフより通所へ連絡あり、摩尼が確認しに行く。病院1階外来にて本人確認。
13:10～摩尼がカンファレンス中の通所スタッフへ情報を伝え、下舘GOMより江刺家IOOへ報告。
　　　　　スタッフの説明と病棟・デイケアスタッフの付き添いでデイケアに戻られている。屋根には北病
　　　　　棟ガス台横窓より出たとのことで、屋根に出た理由として「風に当たりたかったから」と話して
　　　　　　いた。
13:20～通所スタッフと本人様との面談より、外来からエレベーター横階段にて3階に上がり、窓から外
　　　　　に出たと話している。また、北病棟に入った理由として「興味があったから」と話している。
○デイケアでの本人の様子

デイケアでは12:05に本人がデイケアホールに居る事を確認。その後北病棟で発見されるまで所在不明であった。通常、本人は昼食後病院の外来にてジュースを購入し待合室で休んでからデイケアへ戻ってきていた。今回は、昼食時にレストランに本人がいたかどうかの確認ができておらず、また、以前より無断で外出せず、スタッフに行先を話してから出かけるよう説明はしていたが、無断でデイケア棟外へ出掛け「興味があったから」とはいえ病院内に勝手に入り込むこととなった。

○今後の対応

①レストラン内での人数確認（スタッフ2人で確認と声掛け）　

②デイケアに戻ってからの人数確認

③利用者様へ外出時の説明を行い、事故防止のため人数把握に努める。

④田名部様の不在の状況にスタッフ自身が慣れてしまう事の無いように気を引き締める事。

○今回の事故事例に対する主治医からのコメント

　　異常体験の活発さ、予後不良である事、レベルの低下は顕著である。しかし、主治医としては現在の状態は入院や施設入所は対象外。現在の自宅と通所の環境の中で関わっていきたい方。

　　毎日の関わりの中で、繰り返し生活上のルールを伝えていく事が大切であり、我々の意識の中では何があってもおかしくないケースとしての認識を共有しておく事が大切である。同時に、母には危険な状況は常に考えられる田名部様である事を確認しておく事が大切になる。

　⇒今回の事例から、個々の学びとチームの危機意識の共有をして行こう。
